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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

給
与
計
算
完
全
ガ
イ
ド
―
正
し
い
給
与
計
算
を
社
労

士
が
解
説

シ
リ
ー
ズ
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
②

日
時　

７
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階
７
０

１
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

山
本
直
典
氏
（
済
生
会
千
里
病
院
歯
科
口
腔
外
科
副

部
長
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

診
療
で
遭
遇
す
る
口
腔
外
科
症
例
〜
判
断
に
迷
っ
た

ら
〜

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

６
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

ス
タ
ッ
フ
雇
用
の
基
礎
知
識
―
新
規
採
用
時
の
ポ
イ

ン
ト

シ
リ
ー
ズ
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
①

日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

30
人

講
師　

東
尾
建
氏
（
歯
科
技
工
士
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

 

基
礎
的
な
手
話
、
初
歩
的
な
歯
科
医
療
会
話
練
習
の

３
回
目

歯
科
手
話
教
室
（
基
礎
編
）
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円

※
申
込
者
に
は
、
正
式
申
込
書
等
を
後
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま
す

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
の
た
め
に

日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
永
和
氏
（
生
野
区
開
業
）　
　

会
費　

会
員
無
料

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
と
治
療

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

手
話
を
体
験
す
る
参
加
者　

＝
５
月
28
日
、
保
険
医
会
館

つ
、
過
食
症
な
ど
摂
食
障
害

に
よ
る
自
発
的
嘔
吐
は
、
口

腔
内
所
見
が
特
徴
的
で
あ
る

た
め
、
見
落
と
す
こ
と
は
ま

ず
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
の

対
応
は
非
常
に
難
し
く
、
適

切
な
医
療
機
関
と
の
連
携
が

必
須
で
あ
る
。
外
因
性
因
子

の
ほ
と
ん
ど
は
、
酸
性
飲
食

物
の
過
剰
摂
取
に
よ
る
も
の

だ
が
、
原
因
が
過
去
に
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
問
診
で
探
り

出
す
の
は
困
難
を
極
め
る
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
酸
蝕

症
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説

し
、
そ
の
診
断
と
対
応
に
つ

い
て
も
述
べ
た
い
。
ま
た
話

題
に
な
っ
た
、
食
後
30
分
以

内
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
避
け

る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
も

触
れ
る
。

酸
蝕
と
咬
耗
、
酸
蝕
と
摩
耗

な
ど
多
く
の
場
合
酸
蝕
が
関

与
し
て
い
る
。
文
献
に
は
酸

蝕
状
態
に
咬
耗
、
摩
耗
、
ア

ブ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ

て
Ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ　

ｗ
ｅ
ａ
ｒ

が
生
じ
る
と
言
い
切
っ
て
い

る
も
の
す
ら
あ
る
。
こ
れ
ら

の
進
行
は
緩
や
か
で
、
患
者

自
身
が
気
付
く
の
は
欠
損
が

大
き
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
る

た
め
、
私
た
ち
専
門
家
の
目

と
知
識
が
、
早
期
か
ら
そ
の

進
行
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
内
因
性
因
子
の
一

　組織部は５月28日、保険医会館で第２回手
話教室を開催、12人が参加した。体験型の講
習として人気を集めている。第３回は、７月
23日を予定。３回目からの参加も可能。

を
聞
い
た
人
た
ち
の
多
く

は
、
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
の
言
葉
通

り
、
次
の
日
か
ら
酸
蝕
症
患

者
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
よ

う
だ
。

　

酸
蝕
症
は
咬
耗
、
摩
耗
、

ア
ブ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も

に
、
う
蝕
、
歯
周
病
に
次
ぐ

第
３
の
歯
科
疾
患
と
呼
ば
れ

る
Ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ　

ｗ
ｅ
ａ
ｒ

に
分
類
さ
れ
る
。
Ｔ
ｏ
ｏ
ｔ

ｈ　

ｗ
ｅ
ａ
ｒ
は
Ｍ
Ｉ
の
概

念
の
普
及
、
う
蝕
の
減
少
、

高
齢
者
の
残
存
歯
数
及
び
高

齢
者
人
口
の
増
加
に
よ
り
、

損
耗
を
受
け
る
非
修
復
歯
面

が
増
加
し
、
臨
床
上
見
過
ご

す
こ
と
の
で
き
な
い
疾
患
と

な
っ
て
い
る
。
単
独
の
原
因

で
生
じ
る
こ
と
は
少
な
く
、

　

現
代
歯
学
の
父
Ｇ
・
Ｖ
・

Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
は
１
０
０
年
以

上
前
の
１
９
０
８
年
に
『
酸

蝕
症
は
う
蝕
に
比
べ
稀
で
は

あ
る
が
、
臨
床
家
が
そ
れ
を

一
度
認
識
す
る
と
、
多
く
の

患
者
に
酸
蝕
症
を
見
つ
け
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
』
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
驚
く
べ

き
こ
と
だ
。
当
時
の
酸
蝕
症

罹
患
率
は
定
か
で
は
な
い

が
、
北
迫
ら
に
よ
る
と
、
我

が
国
に
お
け
る
成
人
の
酸
蝕

症
罹
患
率
は
26
・
１
％
に
及

ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。
４
人
に

１
人
は
酸
蝕
症
と
い
う
こ
と

だ
。
し
か
し
、
未
だ
に
「
酸

蝕
症
患
者
は
、
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
」
と
聞
く
こ
と

が
あ
る
。
そ
し
て
私
の
講
演

７　 月 　度
生涯研修講座

組織部　第２回手話教室開催

酸
蝕
症
の
診
断
と
対
応

　

〜
罹
患
率
26
・
１
％
の
衝
撃
〜

楠
雅
博
（
兵
庫
県
淡
路
市
開
業
）

　

私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

の
も
観
る
の
も
大
好
き
だ
。

幼
い
時
よ
り
、
外
に
出
て
走

り
ま
わ
る
の
が
大
好
き
で
、

じ
っ
と
家
で
本
を
読
ん
だ

り
、
勉
強
し
た
り
、
プ
ラ
モ

デ
ル
を
作
っ
た
り
す
る
の

が
、
苦
手
で
あ
っ
た
。
そ
う

な
の
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て

歯
科
医
の
生
活
は
、
自
分
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
は
正
反
対

な
の
だ
。

　

幼
い
頃
は
、
兄
と
一
緒
だ

と
無
条
件
に
外
に
出
ら
れ
る

の
で
、
兄
に
つ
い
て
出
て
、

兄
の
友
人
達
と
一
緒
に
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
た
。
い
つ
も
〝
い
か
に

家
か
ら
出
て
外
で
走
り
ま
わ

る
か
〞
だ
け
を
考
え
て
い

た
。
小
中
高
は
、
勉
学
を
優

先
し
た
た
め
、
部
活
で
汗
を

流
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
大
学
に
入
学
し
て
か
ら

準
硬
式
野
球
部
に
入
部
し

た
。
今
ま
で
抑
圧
さ
れ
て
き

た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
思
い
が
爆

発
し
、
下
手
な
が
ら
、
心
の

甲
子
園
で
野
球
を
続
け
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

今
で
も
野
球
熱
は
冷
め

ず
、
そ
の
気
持
ち
は
持
続
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
野
球
熱

は
、
ス
ポ
ー
ツ
熱
と
な
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
と

ス
ポ
ー
ツ
生
活
を
満
喫
し
て

い
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、

上
手
く
な
い
の
で
、
一
所
懸

命
球
を
追
い
か
け
て
い
る
だ

け
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
テ
ニ

ス
も
試
合
中
は
、
試
合
に
集

中
し
、
日
頃
の
嫌
な
こ
と
を

忘
れ
、
無
心
に
な
れ
る
の
が

と
も
ス
ト
レ
ー
ト
で
負
け
た

が
、
開
き
直
っ
て
笑
顔
で
プ

レ
ー
し
て
い
た
ら
、
あ
る
グ

ル
ー
プ
の
方
に
ベ
ス
ト
ス
マ

イ
ル
賞
で
す
と
言
わ
れ
た
。

こ
の
出
来
事
か
ら
、〝
テ
ニ

ス
は
、
楽
し
む
も
の
〞
と
い

う
こ
と
を
学
び
、
今
で
は
勝

っ
て
も
負
け
て
も
楽
し
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
近
は
、
ま
だ
一
番
下
の

レ
ベ
ル
で
こ
そ
あ
る
が
、
少

し
ず
つ
勝
て
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
、
よ
り
楽
し
さ
が
わ

か
っ
て
き
た
。
ま
だ
ま
だ
伸

び
し
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
信

じ
て
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
仕
事
、
人
格
の
向
上
に

励
も
う
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。

　

佐
牟
田
先
生
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
夏
季

特
集
号
（
８
月
15
日
付
）

は
、
平
野
区
で
ご
開
業
さ
れ

て
い
る
水
井
雅
則
先
生
で

す
。

よ
い
。

　

テ
ニ
ス
は
、
去
年
の

秋
か
ら
一
番
下
の
レ
ベ

ル
で
試
合
に
参
加
し
始

め
た
。
最
初
は
、
ラ
リ

ー
も
続
か
ず
一
方
的
に

や
ら
れ
る
試
合
ば
か
り

で
、
ブ
ル
ー
に
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
あ
る

大
会
で
０
―
６
、
０
―

６
、
０
―
６
と
３
試
合

309

私
と
ス
ポ
ー
ツ

佐
牟
田　

毅
（
平
野
区
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ

保
険
治
療
の
限
界
! ?
／
週
刊

文
春

　

『
週
刊
文
春
』
５
月
26
日

号
で
は
、「
銀
歯
の
寿
命
は

８
年
！
海
外
で
は
高
額
だ
け

ど
セ
ラ
ミ
ッ
ク
が
常
識
」
と

題
し
て
、
保
険
適
用
の
銀
歯

治
療
と
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
特
集
し
て
い
る
。

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
に
焦
点
／
文

藝
春
秋

　

『
文
藝
春
秋
』
５
月
号
で

は
、「
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
で
生

命
力
が
蘇
る
」
と
題
し
、
リ

ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
口
腔
機
能

が
回
復
し
た
こ
と
か
ら
、
病

状
が
改
善
し
た
事
例
を
紹

介
。
口
腔
機
能
の
重
要
性
に

つ
い
て
報
じ
て
い
る
。
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０
０
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３
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